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第 2 主主は表面脱炭鋼の静的機械的性質並びにシヤルピー衝撃値についての実験結果である。 0.05 ，.....， 0.5
mm の脱炭層をもっ 0.61労C 炭素鋼の抗張力は，脱炭深さが深くなると共に少し減少し，伸び絞りは脱
炭深さ 0.15mm において最小値を取り，その他の場合は大きい値を示した。 シヤルピー有溝衝撃値は脱








ける最大引張内部応力の値は大である。脱炭深さ 0.15mm ，.....， 0.5mm でそれぞれ 50 ，.....，27kg/mm2 であり，




A型(試験片の掴み部と試験部と同径のもの) , B型(摘み部を試験部よりも太くしたもの)の 2 種の脱
炭試験片を使用して実験した。焼準鋼においてはA ， B 両試験片とも脱炭によって疲労耐久限は減少し無
脱炭鋼に比べて脱炭深き 0.3mm で A型は 20% ， B 型は 30% 減少している。叉これを焼入焼戻調質す
るときは何れの脱炭深さにおいても疲労耐久限は 30--50% 上昇する結果が得られ，これらの実験結果に
対する理由を解明した。
第 5 章は表面脱炭鋼の水中魔食疲労についての研究であって水中寓食疲労強き (07 ) は空気中よりも無
脱炭鋼で 20%，脱炭鋼 CO.15mm 深さ)で 14% 減少した。然し脱炭深きが 0.4--0.5mm となるときは






















一貫した研究がなかったことを指摘し，炭素含有量 0.61% の S55C について系統的な実験を行う研究のJ
意義を明らかにしている。
第 2 章では疲労強さに及ぼす影響を究明するための資料とする意味において， S55C に対する静的引張
試験による機械的諸性質，およびシヤルピー衝撃値に対する脱炭の影響を調べた結果， 0.05.-_.0.5mm の
脱炭層をもっ場合伸び，絞りは脱炭深き 0.15mm で最小となること，およびシヤルビー有溝衝撃値は脱






























留応力，疲労強さ， fretting corrosin ドの疲労強き，肉食疲労強き，およびシヨットピーニングや過小応
力の疲労強きに対する影響などを系統的に調べたもので，数多くの実験を周到な計画の下に進め，機械の
設計製作に対して有用な資料を提供するのみならず，脱炭により低下した疲労強きの回復策としてのシヨ
ットピーニング法についても具体的なデータを示している。また種々の実験結果を従来のパネ鋼について
の結果とも比較対照しつつ，その考察において疲労に対する表面の役割の本質にもふれ，工学上および工
業上貢献するところが少くない，よって本論文は博士論文としての価値あるものと認める。
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